
「腰椎内視鏡下手術の周術期合併症」についてのご説明 

 

はじめに 

腰椎に発生した病気に対する手術治療において、当院では背中の傷や筋肉への

損傷をより減らすために、2005年より内視鏡を用いた方法を取り入れて行って

おります。当院では内視鏡専門医の元、これまで 700 例以上の手術が行われて

おり、良好な成績を報告しています。しかし、この方法は通常の方法より手技

の習得が難しい可能性もあり、合併症の発生率が増加していないか、調査する

必要があります。 

そこで、当院でこれまで行われた腰椎内視鏡下手術において発生した合併症を

調査することと致しました。 

 

研究対象 

2005年 4月 8日から 2017年 8月 1日まで、腰椎疾患に対し、手術加療を受け

られた方、全 701例を対象にしています。 

 

研究内容 

これまで手術を受けられた患者さんのデータを調査し、まとめます。 

 

 

患者さんの個人情報の管理について 

本研究では個人情報の漏洩を防ぐため、個人を特定できる情報を削除し、デー

タの数字か、データファイルの暗号化など厳格な対策を取っています。本研究

の実施過程及びその結果の公表（学会や論文等）の際には、患者さんを特定で

きる情報は一切含まれません。 

 

患者さんがこの研究に診療データを提供したくない場合の措置について 

2005年 4月 8日から 2017年 8月 1日までの間に本院で腰椎内視鏡下手術を受

けられた方の中で、この研究に診療データを提供したくない方は、下記までご

連絡ください。ただし、ご連絡をいただいた時点で既に、研究結果が論文など

に公表されている場合や研究データの解析が終了している場合には、解析結果

等からあなたに関するデータを取り除くことが出来ず、研究参加を取りやめる



ことができなくなります。 

 

研究期間 

（病院長承認日）から 2023年 12月 31日まで 

 

利用する情報 

カルテ情報： 診断名、年齢、性別、身長、体重、手術内容、手術時間、出血量、

発生した合併症 

 

医学上の貢献 

研究成果は腰椎疾患における外科的治療において、術式選択の一助となり、患

者さんの治療と健康に貢献できます。 

 

患者さまの費用負担 

後ろ向き研究であり、治療に通常かかる分の他には費用負担は御座いません。 

 

問い合わせ先 

〒060-8543 北海道札幌市中央区南１条西１６丁目 

札幌医科大学附属病院整形外科 

本院研究責任者 吉本 三徳  同研究分担者 濱田修人 

【平日 Tel (011)611-2111  内線 33330(教室) 

 休日・時間外 Tel(011-611-2111)  内線 33410(8階南病棟) 

 


